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SWIMS-IFUは東京大学がチリのアタカマ高地チャナントール山頂に建設を進めているTAO 6.5 m望遠鏡の第
一期近赤外線撮像分光装置 SWIMSに面分光機能を追加するイメージスライサー方式の面分光ユニットである。既
存の近赤外線面分光装置の中では最大の視野 13.5′′ × 10.4′′を持ち、SWIMSの広い同時観測波長帯域 0.9–2.5 µm
と合わせて、空間的に広がった天体の面分光観測をより効率的に行うことができる。
我々は超精密加工による光学素子開発、組み上げ、実験室での評価を 2021年末までに完了した。その後、2022

年 2月のハワイへの輸送、3月の SWIMSへのインストール作業を経て 3月 27日に SWIMS-IFUのすばる望遠鏡
でのファーストライト観測に成功した。この試験観測ではTh-Arランプやドームフラットの較正用データ、結像
性能評価や効率測定用の標準星、アストロメトリ用の星団の観測を行った。SWIMS-IFUによる疑似スリット像
はほぼ設計通りの幅∼ 0.4′′に結像し、標準星の PSFの劣化も SWIMSと比較して想定された範囲のものであっ
た。その一方で SWIMS-IFU単体でのスループットは 55–75%で目標よりやや低いものとなり、標準星によって
測定されたシステム効率は 5–20%であった。また、今回の観測では 2.1 µmより波長の長い部分に強い迷光が見
られた。この迷光は望遠鏡や装置の常温構造からの熱輻射と考えられ、原因の特定を進めている。本講演ではこ
れらの試験観測の結果と今後の SWIMS-IFUの計画について報告する。


